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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】(中学校用)

都道府県名 和歌山

Ⅰ 学校の概要(平成１５年４月現在)

学校名 白浜町立 白浜中学校

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ １ ７

１６

生徒数 ５７ ６１ ７３ ３ １９４

Ⅱ 研究の概要

１ 研究主題.

「 個を大切にするとともに、集団を生かした学習活動の充実 」

２ 研究の内容と方法.

( ) 実施学年・教科1

・２年生・数学

学年の生徒の中で基礎がしっかり積み上がっていない生徒が多く、手だてが必要で

あるため

・３年生・数学

学年の生徒の中で基礎がしっかり積み上がっていない生徒が多く、手だてが必要で

あるため

・１，２，３年生 選択Ｃ(本校では、ユニット学習と呼ぶ)

平成１０年度より行っている漢字、計算、英単語中心の基礎学力補充学習の取組に

ついて、さらによい教材内容、実施方法に改善するため

・１，２年生 読書

国語の本や、他の教科の問題文などを読解する力が弱い生徒が多いため。

また、一日の学校生活の始まりを落ち着いて始めるのに効果があるため
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( ) 年次ごとの計画2

○テーマ

（ ) わかる授業、全員参加の授業の指導方法、指導体制の研究1

平 （ ) 少人数授業の指導方法、指導体制の研究2

成 （ ) 基礎・基本を定着させる取り組みの充実と教材の充実3

15

年 ○研究の見通し(仮説)

度 従来 ＴＴの形式で行ってきた数学の授業を、習熟度別の少人数授業に切り替えて.

より効果的な授業を行えば、個々の生徒の授業への意欲・学力の向上が期待できる。

基礎学力補充の学習を 「ユニット学習」という１週間に２５分×２回の形式で、班の、

教え合い学習を活用して行い、また、１回の学習ごとにどれだけできたか確認ﾃｽﾄを行っ

ていくことで、基礎学力の向上が期待できる。

朝の毎日の読書活動を継続することにより、一日の落ち着いた生活をスタートでき

るようになり、読む力を向上できると期待できる。

○研究の内容・方法

（１）習熟度別の少人数授業(数学)の、指導方法、活用教材の研究

・少人数授業を継続し、 個に応じた指導のための指導方法、指導体制の工夫

改善を行う。毎学期の始めに授業改善部会、数学部会で点検、内容検討を行い、

定期ﾃｽﾄ、単元ﾃｽﾄごとに数学部会で少人数授業のメンバーの検討と、実施内容の評価

を行っていく。

（２）基礎・基本の向上の取り組みの継続と、実施内容の研究

・ ユニット学習」での漢字、計算、英単語の学習教材の改善、実施方法の工夫改善「

を行う。ユニットの担当者の打合せを随時行い、生徒の学習委員会の感想や意見も

聞きながら進める。

・１，２年の毎朝 分間の読書の継続と、３年の補充学習の継続を行う。10

毎学期初めの授業改善部会で実施の様子、使用教材を点検し、改善を行う。

（３）生徒の意欲を高めるための評価の工夫と、指導への活かし方の研究

・単元テストや小テストなどを活用した評価の工夫と、生徒の意欲を高めるための

指導への活かし方の工夫を行う。

平 ○テーマ

成 （ ) わかる授業、全員参加の授業の指導方法、指導体制の研究1

（ ) 少人数授業の指導方法、指導体制の研究16 2

年 （ ) 基礎・基本を定着させる取り組みの充実と教材の充実3
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度

○研究の見通し

数学のＴ．Ｔについては、習熟度別の少人数授業の形式の方が効果が期待できる。

来年度もこの方向で研究を進めたい。

現在の基礎学力補充の学習(ユニット学習)について、１週間で２５分×２回の形を継続

しながら、教材内容の改善と、実施方法の研究を進めたい。

朝の毎日の読書活動については、一日の学校生活を落ち着いて始められることや、読む

力を向上できると考えられるので研究を続けたい。

○研究の内容・方法

（１）数学の少人数教室の、指導方法、活用教材の研究

・少人数教室を継続し、個に応じた指導のための指導方法、指導体制の工夫

改善等

（２）基礎・基本の向上の取り組みの継続と、実施内容の研究

・ ユニット学習」での漢字、数学、英語の学習教材の開発、実施方法の工夫等「

・１，２年の毎朝 分間の読書の継続と、３年の補充学習の継続等10

（３）生徒の意欲を高めるための評価の工夫と、指導への活かし方の研究

・単元テストや小テストなどを活用した評価の工夫と、生徒の意欲を高めるための

指導への活かし方の工夫等

( ) 研究推進体制3

事業推進部

研究部会 教務部 ユニット担当者会(教師)

学習委員会(生徒)

授業改善部会 特活部会 教科部会

この事業の具体的な活動組織となる、研究部会には、全職員がそれぞれ所属し、実践研究を

一体的に行う。
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１ 研究の成果.

・基礎・基本の学力向上の取り組みである「ユニット学習」では、平成１０年度から少しずつ

改善を重ねて、漢字、計算、英単語の教材内容と、実施方法を検討してきた。１年生は、最初

は班での教え合いもなかなかできなかったが、徐々にわからない生徒に教えてあげる場面もみ

られるようになった。

学習プリントで班学習(１５分) プリントの中から、１０問前後で確認テスト(５分)

確認テストの答え合わせ、集計(５分) 結果の掲示(生徒玄関)

学習プリント例(数学) 確認テスト例(数学)
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・２年、３年の数学で実施している習熟度別の少人数授業は、現在２年生で９名、３年で５名

が少人数の教室で授業を受けている。この教室に参加している生徒の中で、学力面で明らか

に効果の出てきている生徒もいる。

２年生 ２年生 ３年生 ３年生

定期テスト 君 さん 定期テスト さん 君A B C D

１年３学期期末 ９ ４７ ２年２学期期末 １３ ２

２年１学期中間 ２６ ５２ ３学期期末 ２５ ０

期末 ３８ ５６ ３年１学期中間 １２ ２

期末 ４ １

２学期中間 ２８ １０

、 の２名は、少人数教室で受け始めて点数が伸びている。授業の様子を見ても以前とA C

違い、のびのびと授業に参加していて、よく質問もするようになり、意欲的になっている。

さんは元々中クラスの力もあったため、少し自信もできてきて元の教室へ戻った。B

君は、点数ではあまり変化は見られないが、少人数授業を受けるようになってからは、よくD

質問をし、課題にも取り組むようになっている。この他にも数値的に変化の少ない生徒もいる

が、多くは進んで課題に取り組むなど明らかに意欲の向上が見られる。少人数授業について教

師側の評価も高く、保護者からも１学年でも実施してほしいとの声がある。

朝の読書活動 少人数授業(数学)

・読書活動は、本格的に読書用の本を教室に整備して２年目になる。２年生は、朝の１０分の

、 。 、読書を始めて２年近くになり 落ち着いた雰囲気でできている １年生も朝の読書に馴染み

一日の学校生活のスタートも、スムーズに行えるようになっています。
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２ 今後の課題.

・読書活動では、読書の後の感想などをもっと活用していくことだと思う。

・基礎・基本の学力向上の取り組みである「ユニット学習」では、内容によっては学年で

違う教材を使うときもあるが、基本は全学年同じ問題を使うことも多い。今後どの方法

がより良いのか検討を重ねて改善することである。

・２年、３年の数学で実施している習熟度別の少人数授業では、１年の数学や、他の教科

でも実施していきたいが、現状の教員数では難しく、教員の加配が必要と思われる。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

・各学期の終わりに、一学期間の各自の授業や学校生活について自己評価を行い、授業の改善の

参考にもしている。

・５月、９月、１月に、復習テストを実施して、履修範囲の理解度の把握をしている。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・西牟婁地方学力向上推進協議会で、取組の報告や研究の成果を報告する。

第１回協議会(平成１５年７月２９日) 西牟婁総合庁舎

第２回協議会(平成１５年１０月２０日) 本校

第３回協議会(平成１５年１２月 ４日) 田辺第二小学校

合同研修会 (平成１６年 ２月 ２日) 白浜町中央公民館

・近隣校での協議の場を設定し、取組の報告や研究の成果を報告する。

白浜第一小学校・白浜中学校の２校で、フロンティア関係者で合同研修会

(平成１５年８月２９日)
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【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 □１４年度からの継続校□レ

【学校規模】 □３学級以下 □４～６学級

７～９学級 □１０～１２学級□レ

□１３～１５学級 □１６学級以上

【指導体制】 少人数指導 □ＴＴによる指導□レ .

□その他

【研究教科】 国語 □社会 数学 □理科□ □レ レ

外国語 □音楽 □美術 □技術・家庭□レ

□保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 □無□レ
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